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小説として構築される「物語」であれ、映像メディアを介して提示される「物語」であ
れ、いずれの「物語」も決して中立・公平性という地点に到達することはできない。その
点については「歴史」とて例外ではない。唯一真なる普遍的「歴史」などというものはど
こにも存在しないのだ。フランス語の《histoire》という語は「歴史」と同時に、「物語」
を意味する。つまり、「歴史」も「物語」も、何らかの恣意的な視点に基づいて記述されざ
るを得ないという意味では、それほど大きな違いを有してはいないということである。し
かし、一旦創出された「物語」や「歴史」は、それらに内在する様々な偏向性にもかかわ
らず、時として中立・公平という大いなる幻影を読者や視聴者に押し付けることがある。 
取り扱われているテーマはそれぞれ異なるが、ここに収録された 4 篇の論文はすべてが
そうした問題と深い関わりを有している。朴銀姫の論文（「在日」を生きること―金鶴泳の
「凍える口」をめぐって）は、在日朝鮮人作家、金鶴泳の小説テクストを分析することで、
日本社会の様々な拘束やイデオロギーと対峙しながら「在日」という不確かなアイデンテ
ィティを模索する主人公の姿を浮き彫りにし、在日文学をディアスポラ文学として読み解
くことの可能性を展望している。南鉄心の論文（花の階級―金学鉄の政治小説『20 世紀の
神話』に見る中国の階級闘争）は、亜流マルクス主義に陥った中国共産党の暴挙を告発す
る金学鉄の長編小説を分析し、偏向したイデオロギー（毛沢東主義）の下では、一鉢のチ
ューリップまでもがブルジョワジーの玩具として踏みにじられてしまうという狂気を暴き
立てている。李文哲の論文（延辺テレビコメディー（コント）の意味構造とイデオロギー）
は、1990 年代に延辺テレビが製作した 2 編のコメディーを構造論的、記号論的に分析する
ことで、漢族の男性/朝鮮族の男性、男性/女性といった二項対立図式に潜む偏向性を探り
当て、メディアによる多重的なイデオロギー操作を明らかにしている。安貞美の論文（視
覚文化における国際結婚移民女性―韓国テレビドラマ『黄金花嫁』を中心に）は、韓国ド
ラマ『黄金花嫁』を題材に、ベトナム人女性と韓国人男性との国際結婚について論じ、ホ
スト国中心的な表象のあり方、既存のイデオロギー的装置の枠内に移住女性の他者性が巧
妙に閉ざされてしまう経緯について分析している。 
 これらの論文は「歴史―物語（histoire）における抑圧的言説・表象に関する研究」と
いう研究プロジェクト名により、2007－2008 年度、千葉大学大学院人文社会科学研究科に
おいてなされた研究をもとに執筆されたものである。4名の執筆者はいずれも留学生であり、
異質な複数文化の間を往還する若者たちである。彼らの真摯な声が一人でも多くの人たち
に届き、種々様々な議論が展開されることを願いたい。 
